
 

実時間故障検出の共

通の使用は集積回路

の製造業の現在のプ

ロセス制御挑戦の論

理的な結果である。  

 

工場がインライン点

検を使用すれば、プ

ロセスの問題が起こ

るときだけ相当数の

プロダクトは捨てる

ことができる(表1)

。 

 

 

 

利点利点利点利点    

 

1。 リアルタイム: 

ほとんどの点検はテスト

をプロセス用具の完全性

規則的に計画する、資格

間に合間に重要な危険が

ある場合もある。 

絶えずシステムを監察す

る資格の層を加えること

は操作へ重要な強化であ

る。 

 

2。資格に使われる時間

を減らしなさい:  

実時間モニターの信頼性

は操作の質の全面的な改

善と、インライン点検の

頻度、減ることができる

確立される。 

 

3。 問題の認識: 

ある問題は隔離しにくい

場合もある。 

そのままは困難な問題と

有用である場合もある監

察する。

 

表1: 実時間故障検出は(そのままの)従来の方法と比較した。 

 検出または 分析の技術  局在化の 時間(日) 

局在化の 時間(分)  

50%の収穫は 仮定 した損失率 
($/min.)を 

 

事件(M$) ごとの総 損失 

 

5%の収穫 は仮定した 損失率 
($/min.)を 

 

事件(M$) ごとの総 損失 

 機能テスト 

 
50 72000 10000 720 1000 72 パラメーター付 きテスト 

 

50 72000 10000 720 1000 72 短い周期 E-test 7 10080 10000 100.8 1000 10.08 インライン点検 か検討 
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Strategic Options for Users and Suppliers of APC Technology, Charles 

Weber, Integrated Measurement Association 
San Francisco, California July 14, 1999. 
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実時間利用実時間利用実時間利用実時間利用    

 
真空真空真空真空はははは漏漏漏漏るるるる     真空の漏出は時々標準手続きと識別されない。  ガスサブシステム漏出は標準的な技術によって測定されないが、欠陥の探知器とのリアルタイムに検出される。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 グラフの各データ点は単一プロダクト基質を表す。 パターンに注意しなさい。 放出プロセス#4が非生産的なとき、偏差はより大きい(窒素)。 偏差はそれが漏出からのガスのコレクションの結果であるので非活動的な期間に比例している。 放出プロセスが生産的なら、漏出は集まらない。  

 注: この問題は正常な漏れ試験と測定されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

システムシステムシステムシステムののののプロセスリアプロセスリアプロセスリアプロセスリア

クタクタクタクターーーーはははは頻繁頻繁頻繁頻繁にににに汚染汚染汚染汚染のものものものも

とであるとであるとであるとである 

 これはリアクターが化学気相堆積(C.V.D.)リアクターのとき特に本当である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C.V.D.のガスは非能率的にポンプでくまれる。 プロダクト基質を取除くために弁が開くとき交換容器は汚染されるようになる。 例のシステムは処理の部分のためにだけ各リアクターを利用する。 これらのリアクターが使用されるとき、炭化水素の汚染のレベルは大幅に増加する。  

 

プロダクトプロダクトプロダクトプロダクト基質基質基質基質はははは頻繁頻繁頻繁頻繁にににに

汚染汚染汚染汚染のもとであるのもとであるのもとであるのもとである。。。。 
 汚染されたプロダクト基質はガスを抜の容器の測定制御分析のガスを抜プロセスで(例えば、残りの光硬化性樹脂が付いている基質)、検出することができる。 

 

 

 

 

基質交換容器の単一の測定制御解析システムを使うと、システムのすべてのリアクターは点検することができる。 

 各リアクターのための真空の漏出は点検される。 

 プロセスリアクター汚染はテストされる。  

 維持の回復およびポンプ性能はテストされる。 

 

低低低低温学温学温学温学ポンプモニタポンプモニタポンプモニタポンプモニターーーー 

 低温学ポンプ性能は再生周期の端に近づけば急速に低下する。 測定制御解析システムはこの傾向を監視するために理想的である。 

 

 

 

5508 Transfer  Maximums,  13:46, 3/1/2005
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In Situ HostIn Situ HostIn Situ HostIn Situ Host    

 IBMは測定制御分析の分野の卓越性のためのモデルである。 IBMは主要な測定制御分析のハードウェアの製造業者の統合の独立者のほとんどをする。 

 問題が検出された後•は、エンジニア測定制御問題を認識するのに解析システムを利用しなければならない。  

 システムが余りに複雑なら、問題はおそらく解決しない。  

 測定制御解析システムハードウェア会社に利用できるソフトウェアの2つのクラスがある。 「高度なソフトウェア」はオートメーションのために、このシステムである非常に困難設計されている。  

 測定制御解析システムハードウェア会社からのソフトウェアの第2クラスはオートメーションのために設計されていないソフトウェアである。 

 このソフトウェアは人々との相互作用のために設計されている。In Situ Host はこのソフトウェアと伝達し合う適用である。  

 In Situ Host が問題を認識すれば、人々の相互作用ソフトウェアが機能不全を解決するのに使用することができる。  

 人工知能機能が他の人との交流ソフトウェアから分かれているので、維持機能は非常によい。 

 オートメーションは頻繁にたくさんの他の人との交流を複雑にする。 これは避けることが可能でありまたそうあるべきである。 
 

♦測定制御解析システムハードウェア会社に矛盾した刺激がある。 

 公平な試験結果を表示するか、またはハードウェアの評価に好ましいデータを表示しなさいか。  

 

 

例えば、高度なソフトウ

ェアはハードウェア安定

性の問題を監察できる。 

 

この問題は測定制御分析

ハードウェア会社を当惑

させる。 

 

ハードウェア会社は頻繁

に彼らの解決のために一

般的なアルゴリズムを使

用する。  

 

多くのシステム設計のた

めの一般的なアルゴリズ

ムを使用して敏感な結果

を生まない。  

 

• In Situ Host 
はあなたの工場の操作に

容易に統合される。 

プロダクト基質が終わる

たびに; 

概略報告はその操業のた

めの統計量と作成される

。 

ファイルは工場データベ

ースに容易な包含のため

に設計されている。 

 In Situ Host 
があなたの現在のインフ

ラストラクチャーと統合

するので、生産性に達す

る時期は劇的に減る。 

工場人員に必要な訓練は

最小になる。

 

InSituHost.com 

In Situ Host はリアルタイムの統計的なプロセス制御図表を維持する(即時の使用のために)。 

 汚染データは頻繁に非常に風変わりである。 多くのサンプルに統計的なプロセス制御を使用して(S.P.C.

)頻繁な誤報なしで敏感なプロセス制御を提供すること必要がある。 

 

ハハハハーーーードウェアモジュドウェアモジュドウェアモジュドウェアモジューーーー

ルルルル  
 用具の操作に測定制御分析を合わせるためには、プロセス情報は得られなければならない。  

 この機能の場合、色々なモジュールはランプの強度の測定または機械弁の状態のような機能のために使用される。 ソフトウェアは分析に巧妙にこの情報を含み、オートメーションのタイミングを置く。 

 
 

概要概要概要概要     In Situ Host はほとんどの測定制御分析ハードウェアと互換性がある。 新しい装置を買う必要がない。  

 In Situ Host 単一のシステムは8つまでの測定制御分析モジュールを収容できる。 In Situ Hostは首尾よく実時間故障検出を自動化するのに必要とされる用具を提供する。  そのままの故障検出(表1)を追求することは非常に論理的である。   新しく、よりよい解決は利用できる。 In Situ Host はあなたのプロダクトスクラップを減らすことができる。  In Situ Host は新製品であるが、ずっと証明された有効である(利用できる証明)。  それは新しい何かを試みる時間である。 
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